
読者の眼には、世界がどのように映っているだろうか。貧困・格差、移民・難民、戦争・紛争・
テロ、宗教、人権、環境についてなど、問題を論じれば論じるほど、捉えれば捉えるほど、事態は
深刻化しているようである。「いよいよ時代は転換期にある」だとか、「かつてないほどに世界は混
迷を極めている」だとか言及されるが、私たちにはどのような明日が待っているのだろうか。米国
のドナルド・トランプ大統領は、日本、韓国、中国をはじめとして外交を積極的に展開し、APEC
首脳会議でもその存在感を増しているように感じられる。北朝鮮に対する姿勢も明白になってき
た。21世紀初頭の覇権をめぐる相克が佳境に入ってきたように見える。
本号は、このような世界を多彩で鋭い問題意識によって分析された論文などで構成されている。
まずは、激動の時代を駆け抜けてきた石澤良昭博士のマグサイサイ賞受賞への藤田氏の祝辞からは
じまる。本研究所によるグローバル・サウスのシリーズ『新自由主義下のアジア』における石澤氏
の玉稿は、カンボジアを活写する貴重な記しである。岡野内論文は、21世紀における多国籍企業の
資本の特徴と、その資本の動向をめぐる起源には植民地としての位置づけが在ると考察されてい
る。さらに、これらの分析を通じ、グローバル正義論と植民地責任論の意味合いについて、深い洞
察が加えられている。松下論文は、前号からのつづきとなっており、新自由主義とグローバル化に
よって様々な問題がもたらされてしまっているメキシコ社会の局面について、詳細かつ多角的に検
討されている。米国の裏庭とされているメキシコの現状から、私たち（日本）が考えるべきところ
は数多いように思われる。そして、描き出すべき市民社会の姿とは…本稿で注目される。また、勝
俣氏から、本研究所のグローバル・サウスのシリーズ『安定を模索するアフリカ』に対する書評を
いただいた。「南」の世界の理解を勝俣氏の視座から惹きつけるものである。最後に言及されてい
る点は、私も「そう思う」と強く頷く内容であった。秋林氏の論潮は、それこそ「いま」――朝鮮
半島で、沖縄で何が問題なのかを、ご自身の経験かつトランスナショナル・フェミニスト平和運動
を捉えて、リアリティあふれて述べられており、非常に興味深かった。山中氏の論潮は、EUと途
上国との関係性を、砂糖の貿易から精緻に検証されたもので、いわば大国 EUの姿勢を析出してい
る点など大変に意義のある論考となっている。
2017年も、この『アジア・アフリカ研究』は第4号まで無事に発刊された。2018年の世界はどの

ように変わっていくだろうか。『アジア・アフリカ研究』でも、世界のあらゆるところで／片隅で
生起する様々な問題に心を配り、世界のことを熱く語っていくことになるだろう。

（2017/10/25 大津健登）
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